
 

 

令
和
二
年
四
月
十
六
日
、
同
月
七
日
に
発
出
さ
れ
た
緊
急
事

態
宣
言
の
全
都
道
府
県
へ
の
拡
大
が
決
定
さ
れ
た
。
政
府
の

「
事
業
規
模
」
百
八
兆
円
の
緊
急
経
済
対
策
の
一
部
が
変
更
さ

れ
、
一
人
当
た
り
一
律
十
万
円
の
給
付
を
行
う
方
向
性
が
決
断

さ
れ
た
。
政
府
が
経
済
対
策
を
「
事
業
規
模
」
で
発
信
す
る
こ

と
に
対
し
て
は
、
疑
問
が
あ
る
。
そ
れ
が
例
え
安
倍
晋
三
総
理

大
臣
の
言
う
「
世
界
的
に
も
最
大
級
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

で
あ
る
。
重
要
な
こ
と
は
、
政
府
が
負
債
を
増
や
す
こ
と
で
あ

り
、
民
間
企
業
や
家
計
へ
の
投
資
・
消
費
拡
大
の
期
待
の
大
き

さ
で
は
な
い
。
今
回
の
補
正
予
算
で
組
ま
れ
た
新
規
国
債
発
行

額
は
、
報
道
に
よ
る
と
約
十
六
兆
円
で
あ
っ
た
（
今
後
、
予
算

編
成
の
や
り
直
し
で
増
加
す
る
）。
も
し
他
国
と
比
べ
て
経
済

う
考
え
は
な
い
」（
四
月
十
三
日
、
麻
生
太
郎
副
総
理
兼
財
務

大
臣
）
か
ら
で
あ
る
。
政
府
に
足
り
な
い
の
は
、
国
家
の
構
成

要
素
で
あ
る
国
民
（
領
域
に
対
し
て
も
同
様
だ
が
）
と
そ
の
生

活
、
経
済
活
動
の
供
給
力
を
守
ろ
う
と
い
う
矜
持
で
あ
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
足
り
な
い
の
は
、
総
理
大
臣
や
閣
僚
の
給
与
返

納
の
額
で
は
な
い
し
、
国
会
議
員
の
歳
費
返
納
の
額
で
も
な

い
。
こ
の
よ
う
な
政
策
は
、
国
内
政
府
部
門
の
支
出
削
減
（
赤

字
縮
小
）
で
あ
り
、
民
間
部
門
の
収
入
減
少
（
黒
字
縮
小
）
に

働
く
可
能
性
を
有
す
る
。
我
々
は
、
必
要
の
な
い
政
策
に
惑
わ

さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。 

日
本
は
、
医
療
・
交
通
・
減
災
（
安
全
）・
防
衛
な
ど
の
社

会
的
共
通
資
本
へ
の
投
資
を
「
ム
ダ
の
削
減
」
と
言
っ
て
抑
制

対
策
規
模
の
妥
当
性
を
訴
え
る
の
で
あ
れ
ば
、
新
規
国
債
発
行

額
（
あ
る
い
は
そ
の
対G

D
P

比
）
を
用
い
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
ん
な
状
況
で
、「
緊
急
」
経
済
対
策
に
収
束
後
のG

o T
o 

キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
事
業
が
盛
り
込
ま
れ
た
と
あ
れ
ば
、
首
を
傾
げ
る

人
が
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。 

不
要
不
急
の
外
出
を
避
け
さ
せ
た
い
の
で
あ
れ
ば
、
政
府
は

被
雇
用
者
に
対
す
る
休
業
補
償
や
事
業
者
に
対
す
る
粗
利
補

償
を
行
う
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
施
策
は
、
経
済
対
策
の
よ

う
に
見
え
る
が
、
そ
の
実
は
防
疫
対
策
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、

政
府
が
そ
の
よ
う
な
施
策
を
実
施
す
る
可
能
性
は
低
い
と
考

え
ら
れ
る
。
政
府
の
目
標
は
、
二
〇
二
五
年
度
の
プ
ラ
イ
マ
リ

ー
バ
ラ
ン
ス
黒
字
化
で
あ
り
、「
こ
の
目
標
を
放
棄
す
る
と
い

し
続
け
て
き
た
国
家
で
あ
る
。
有
事
に
な
っ
て
悔
や
ん
で
も
、

後
の
祭
り
で
あ
る
。
加
え
て
、
東
日
本
大
震
災
の
数
年
後
に
実

施
さ
れ
た
財
政
政
策
は
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
で
あ
り
、
復

興
特
別
税
の
創
設
で
あ
っ
た
。
今
回
の
混
乱
の
最
中
あ
る
い
は

後
に
、
同
じ
方
向
性
を
強
化
し
な
い
と
は
言
え
な
い
の
で
は
な

い
か
。
日
本
の
経
済
的
落
ち
込
み
の
発
端
が
、
昨
年
十
月
の
消

費
税
率
引
き
上
げ
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
で
あ
る
。
ま
た
、
こ

の
混
乱
の
最
中
に
自
然
ハ
ザ
ー
ド
が
起
こ
ら
な
い
と
誰
が
言

え
る
の
か
。「
民
衆
の
圧
倒
的
多
数
は
、
冷
静
な
熟
慮
よ
り
も

む
し
ろ
感
情
的
な
感
覚
で
考
え
方
や
行
動
を
決
め
る
」。
ア
ド

ル
フ
・
ヒ
ト
ラ
ー
『
我
が
闘
争
』
の
一
節
で
あ
る
。
我
々
は
今

（
常
に
）、
歴
史
に
試
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
56

） 
※
「
き
ゅ
う
し
ん
中
」
は
皆
様
と
共
に
作
る
コ
ラ
ム
で
す
。
社

会
情
勢
や
政
治
情
勢
で
感
じ
て
い
る
こ
と
、
職
場
環
境
等
で
日

頃
か
ら
気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
、
本
連
盟
や
協
会
等
の
取
り
組

み
に
関
す
る
こ
と
、
ま
た
書
評
（
書
籍
や
映
画
等
）
や
趣
味
に

関
す
る
こ
と
を
奮
っ
て
お
寄
せ
く
だ
さ
い
（
五
百
～
千
字
程

度
、hiro

sh
im

a
-

in
fo

@
p

t-
re

n
m

e
i.in

fo

）。
投
稿
の
採

否
、
掲
載
の
時
期
に
つ
い
て
は
、
広
島
県
理
学
療
法
士
連
盟
に

ご
一
任
く
だ
さ
い
。（
広
島
県
理
学
療
法
士
連
盟
情
報
発
信
・

令
和
二
年
四
月
二
十
二
日
・
第
二
一
七
号
）。 

 

緊
急
事
態
宣
言
、
そ
の
先
に
備
え
よ 


